


































































































































































































































































































































































































































































































































(12)原文は f(熱乾細小吃鋪的女主人麿様説的?)一個人生下去，就是為了受這一場累? (何漢晴想，) 
可能人就是得把他這一生該受的累受完，オ能去死Jo<r人民文学J2004年第12期、 p.44)( ) 
内は使用していない箇所。前者については引用部はあえて何漢晴の「こうだ、っただろうか」と
いう疑問の形式を取っていない。
(13)原文は「人生就是這様暁!J (同注12、p.44)
(14)女主人が野次馬として立ち去ろうとしている客に「莫走砂!熱問看了，再吃碗熱乾嫡，今天的
日子不就過得有滋有味了?J (同注12、p.34)と叫んでいる。
(15)原文は「休若説休不是一個地道的武漢人，武漢都不同意J(f後記Jr閉上眼晴就是天黒Jp.352)。
(16)注目、参照
(17)原文は「何漢晴一脚跨進門，坐在客膳沙溌上的婆婆説，回了?今天的水遺没有燐明。婆婆的語
気還是老様子J<r人民文学Jp.4)。
(18)原文は「難道大家都費得自己的生活没有残飯嶋?J (f我的議書奥寓作Jr長江文書基J2006年第8
期、 p.8)。
(19)原文は「便可以完全隼自己養母親J(f回頭看看来時路Jr方方影記Jp.85)。
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方方の「家J(瀬漣啓子)
(20)原文は「母親綿我養到十九歳，然後便是我来養地，我養了勉十五年。三十四年的時間程，我同
母親幾乎従未分開過。小時候我什麿都聴勉的，我長大後，勉便什麿都聴我的J<r方方影記Jp.31)。
(21)原文は「没文化有没文化的強， (中略)逮世上有蛮多事情，非得要没有文化的人去倣，休オ倣得
通J(r人民文学Jp .9)。
(22)原文は「讃書於他就如同生命中的空気和水J(1一個好家給人的懐想Jr方方影記Jp.68)。
(23) 1母親越走越遠J(r方方影記J)に「七十年代末，我例居住的劉家廟宿舎，誰都知道母親是個了
不起的人，勉所教育的児女全都是大事生。母親以我何為自豪J(pp.31， 32)と述べられている。
(24)江西湖口の人。『方方影記』によると、 1869年生まれで、方方の生まれた年である1955年に逝去
した。「二次討哀J<r方方影記』では「二次革命」と表記)のときに家財を処分して資金を提供し、
「江西討哀軍総司令撤文」を書いた人物でもあるという。この二次革命が失敗したのちは、李
烈鈎と海外へ逃亡した。 1914年7月に孫文が中華革命党を成立した当初から中華革命党に参加
していた。その後も衰世凱討伐のために資金を援助するなどし、衰世凱死去の後江西に戻るも、
蒋介石とはそりが合わなかったことから政府の重職につくことはなかった。 1949年には江西和
平促進委員会を組織し、“江西七老"と称されたうちの一人である。
(25) (1887-1966)江西彰揮の人で、方方の祖父の兄。南京大学などで教鞭を執っていた。著書に『唐
人小説』など多数。
(26) 1方方:我和小説一起在武漢成長J(注7参照)に「わたしは武漢の過去と現在に特に関心を持つ
ており、読者に武漢の都市の記憶を忘れないでほしいと言いたいのだ[我特別開注武漢的過去
和現在，想告訴讃者不要志記武漢的城市記憶]Jとし、 1920年から47年までの武漢の、とある漢
劇の役者の人生を書いた長編小説を、 2∞8年11月に出版予定であることを紹介している。
(27)原文は「丈夫梁植果。他是一個純粋的知識分子J<r方方影記Jp.155)。
(28) http://cache.tianya.cnlpublicforumlcont阻 tlfu凶nfo/1/1092899.shtml参照
(29)原文は「我就努力地用自己的作品表達自己J(1後記Jr閉上限晴就是天黒Jp.352)。
(30)原文は「這之後，我便一宜生活在武漢，基本土成了一個地道的武漢人J(1回頭看看来時路Jr方
方影記Jp.81)。
(31)原文は「活不下去オ舎死J(1春天来到曇華林Jr小説月報原創版J2006年第2期)。
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